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～ 補足資料／介護保険報酬改定等（平成20年4月、5月分） ～ 

 この度リリース致しました「 Quickけあ Ver1.4  Build27 」は、平成20年4月・5月に行われる介護保険報酬改定
等に対応したバージョンとなります。本資料では、サービス種類別に改定内容をご紹介しておりますので、該当す

るサービス事業者様におかれましては、本資料をご確認の上、必要な場合は設定の変更等をお願い致します。 

分類 分類名 内容 

Ⅰ  介護保険報酬改定等の概要 
平成20年4・5月に行われる介護保険報酬改定等についての 

概要をまとめております。 

Ⅱ  サービス種類別改定内容 

サービス種類別に改定内容やお客様に行って 

頂く対応内容をまとめております。 

 

（１）全サービス共通 

（２）22：短期入所療養介護（介護老人保健施設） 

   25：介護予防短期入所療養介護（介護老人保健施設） 

（３）23：短期入所療養介護介護療養型医療施設） 

   26：介護予防短期入所療養介護（介護療養型医療施設） 

（４）36：地域密着型特定施設入居者生活介護 

（５）52：介護老人保健施設 

（６）53：介護療養型医療施設 

（７）43：居宅介護支援／46：介護予防支援 

Ⅲ  別途資料 

お客様に対応を行って頂く場合の操作方法について 

画面イメージ付きで解説しております。  

 

（１）法別番号25「中国残留邦人等」公費の設定について（※） 

（２）体制設備の変更方法について 

（３）施設等区分／人員配置区分の変更方法について 

（４）53：介護療養医療施設から52：介護老人保健施設(療養型老健) 

   へ転換する場合 

（５）特別療養費の請求方法について（※） 

（６）システム定義の特別療養費を追加する 

 

※帳票サンプルあり 

《 目次 》 

はじめに 



コード サービス種類 資料 

（リンク） 

施設等区分 改訂内容 当該事業所への影響 その他事業所への影響 

 全サービス共通 
Ⅱ-（１） 

 法別番号25の「中国残留邦人等」公費が追加され

ます。 

当該公費対象者がおられる場合、公費の設定を行う必要があります。Build27への

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟが必要です。※様式1：介護給付費請求書が変更となります。 

23 短期入所療養介護 

（介護療養型医療施設） 

・病院療養型 

・ユニット型病院療養型 

・病院経過型 

体制設備の「療養環境基準」で「減算型Ⅱ」が廃止

されます。  

左記に該当する事業所においては、Build27

へのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟが必要です。 

居宅介護支援/介護予防支援にて、

左記に該当する事業所の給付管理

を行う場合には、Build27へのﾊﾞｰｼﾞｮ

ﾝｱｯﾌﾟが必要です。 26 介護予防短期入所療養介護 

（介護療養型医療施設） 

・診療所療養型 

・ユニット型診療所療養型 

体制設備に「設備基準」が追加 「療養環境基準」が

廃止されます。 

53 介護療養型施設 Ⅱ-（６） 

Ⅱ-（３） 

 
 

《 平成２０年４月改定分 》 

コード サービス種類 資料 

（リンク） 

施設等区分 改訂内容 当該事業所への影響 その他事業所への影響 

36 地域密着型特定施設入居者 

生活介護 
Ⅱ-（４） 

・有料老人ホーム 

・経費老人ホーム 

・養護老人ホーム 

・高齢者専用賃貸住宅 

体制設備に「サテライト型」が追加されます。 サテライト型の情報は、サービスコードの算

定や保険者請求に何ら影響はございませ

ん。 

なし 

 

52 介護保健施設サービス  
Ⅱ-（５） 

・小規模介護保健施設 

・ﾕﾆｯﾄ型小規模介護保健施設  

施設等区分の「小規模介護保健施設」が廃止され

ます。 

22 短期入所療養介護（※） 

（介護老人保健施設）  

Ⅱ-（２ ） 

・療養型老健 

・ユニット型療養型老健 

・施設等区分に「療養型老健」として下記２タイプが

新たに追加されます。 

 Ⅱ型・・・＜看護職員を配置＞ 

 Ⅲ型・・・＜看護オンコール体制＞  

 

・「特別診療費」の請求項目が追加されます。 

 ※特定診療費と、ほぼ同様の請求項目です。 

 

・以下体制設備および加算項目が追加されます。 

 「療養体制維持特別加算」 

 「ターミナルケア体制」 

居宅介護支援/介護予防支援にて、

左記に該当する事業所の給付管理

を行う場合には、Build27へのﾊﾞｰｼﾞｮ

ﾝｱｯﾌﾟが必要です。 

25 介護予防短期入所療養介護 

（介護老人保健施設）（※） 

52 介護保健施設サービス（※） 
Ⅱ-（５） 

23 短期入所療養介護 

Ⅱ-（３） 

病院経過型  人員配置区分に下記２区分が追加されます 

Ⅰ型: 看護職員（6:1）、介護職員（4：1） 

Ⅱ型: 看護職員（8:1）、介護職員（4：1） 

※Ⅰ型が新たに追加されます。現状の病院経過型

はⅡ型となります 

26 介護予防短期入所療養介護 

（介護療養型医療施設） 

53 介護療養型医療施設 
Ⅱ-（６） 

ユニット型病院経過型  施設等区分に「ユニット型病院経過型」が追加 さ

れます。 

サービスコードが変更となる為、左記に該

当する事業所においては、Build27へのﾊﾞｰ

ｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟが必要です。 

 

【 注意 】 

22、25、52のｻｰﾋﾞｽ種類（※）について 

様式4、様式4-2、様式9の介護給付費明細

書が変更となり、交換識別番号についても

変更される為、当該施設等区分に関係な

く、FD/伝送請求時には、必ずバージョン

アップをして頂く必要があります。 

※対応バージョンで請求を行わないと全て

返戻となってしまいます。  

《 平成２０年５月改定分 》 

Ⅰ．介護保険報酬改定等の概要 
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 平成２０年４月 改定分  

施設等区分 改定内容 Quickけあの対応 お客様の対応 

 ①平成20年4月1日より、以下、公費
を追加 

 

・法別番号25「中国残留邦人等」公費を追加 

・様式１：介護給付費請求書を平成20年4月 

 提供分より新しいレイアウトに変更 

 

当該公費対象の利用者がおられる場合は、以下の資料に沿って公費の設定を

行って下さい。 

 

⇒Ⅲ．別途資料（１）法別番号25「中国残留邦人等」公費の設定について 

 

《注意！》 

「介護保険と中国残留邦人公費の併用受給者」と「中国残留邦人公費単独受

給者」とでは、公費の設定方法が異なります。中国残留邦人公費単独受給者

の場合は、生活保護単独受給者（※）として登録を行います。 

※公費負担者番号の頭２桁が“12”、被保険者番号の頭１桁が“H”となりま
す。 

 

Ⅱ-（１）全サービス共通 

法別番号25 「中国残留邦人等」 
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 平成２０年５月 改定分  

《！重要！》介護給付費明細書が変更となり、交換識別番号についても変更される為、FD／伝送請求時には、 

     改定対象の施設等区分に関係なく、必ずバージョンアップをして頂く必要があります。 

Ⅱ-（２）22：短期入所療養介護（介護老人保健施設）    
     25：介護予防短期入所療養介護（介護老人保健施設） 

施設等区分 改定内容 Quickけあの対応 お客様の対応 

・【療養型老健】介護老人  

  保健施設 

・【療養型老健】ユニット 

  型介護老人保健施設 

①平成20年5月1日より、以下、施設等
区分が追加 

左記区分を「施設等区分」に追加しました。 

介護療養医療施設から介護老人保健施設(療養型老健)へ転換する

場合、サービス種類が変更となる為、サービス事業を新しく追加

する必要があります。 

 

⇒Ⅲ．別途資料（４）53：介護療養医療施設から52：介護老人保
健施設(療養型老健)へ転換する場合 

②平成20年5月1日より、以下、体制設
備が追加 

左記区分を「体制設備」に追加しました。 

※療養体制維持加算が“あり”の場合は基本サービス

算定時に自動設定されます。 

 

 

③平成20年5月サービス提供分より、特
別療養費の請求項目が追加 

・介護給付費明細書登録画面に「特別療養費」を追加 

・様式4、4-2の介護給付費明細書レイアウトを変更 

・利用料金項目にシステム定義の「特別療養費」に 

 関する項目を追加 

・電子請求（FD／伝送）で以下交換識別番号に対応 

 

・利用料金項目にシステム定義の「特別療養費」の追加を行う 

 必要があります。 

⇒Ⅲ．別途資料（６）システム定義の特別療養費を追加する 

 

・特別療養費の請求を行う場合は介護報酬請求データ作成後に特

定診療費と同様の登録方法で手入力を行います。 

⇒Ⅲ．別途資料（５）特別療養費の請求方法について 

 

※特別療養費の請求は、【療養型老健】のみ行えます。 

Ⅰ型：看護職員を配置 

Ⅱ型：看護オンコール体制 

・【療養型老健】介護老人保健施設 

・【療養型老健】ユニット型介護 

  老人保健施設 

様式 平成20年4月以前 平成20年5月以降 

様式4 7153 7155 

様式4-2 7154 7156 

療養体制維持加算 
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 平成２０年４月 改定分  

施設等区分 改定内容 Quickけあの対応 お客様の対応 

・病院療養型 

・病院療養型（経過型）  

・ユニット型病院療養型 

・ユニット型病院療養型          
 （経過型） 

①平成20年4月1日より、以下、体制
設備が廃止 

 

体制設備の「療養環境基準」が「環境減算

Ⅰ」または「環境減算Ⅱ」で登録されている

場合は、 平成20年4月1日より自動で以下の
状態に切り替わります。 

 

環境減算Ⅱに該当していた場合、改定後は環境減算対象となりません。 

変更が必要な場合のみ、以下の資料に沿って体制設備の設定を行って下さい 

 

⇒Ⅲ．別途資料（２）体制設備の変更方法について 

・診療所療養型 

・ユニット型診療所療養型 

 

②平成20年4月1日より、以下、体制
設備が廃止 

 

体制設備の「療養環境基準」が「環境減算

Ⅰ」で登録されている場合は、平成20年4月1
日より自動で廃止状態になります。 環境減算Ⅰに該当する場合、改定後は環境減算対象となりません。 

変更が必要な場合のみ、以下の資料に沿って体制設備の設定を行って下さい 

 

⇒Ⅲ．別途資料（２）体制設備の変更方法について 

③平成20年4月1日より、以下、体制
設備が追加 

 

左記区分を「体制設備」に追加しました。 

改定対応版 Build27  へのバージョンアップ
後は、「設備基準」が「基準型」で初期設定

されます。 

 

 

 

 

※平成20年4月1日より自動で適用されます。 

設備基準が「減算型」に該当する場合、体制設備を変更する必要があります 

以下の資料に沿って体制設備の設定を行って下さい。 

 

⇒Ⅲ．別途資料（２）体制設備の変更方法について 

 

Ⅱ-（３）23：短期入所療養介護（介護療養型医療施設）    <Part１> 
     26：介護予防短期入所療養介護（介護療養型医療施設） 

平成20年3月31日 平成20年4月1日 

環境減算Ⅰ 環境減算 

環境減算Ⅱ 廃止 

療
養
環
境 

基
準 

療
養
環 

境
基
準 

平成20年3月31日 平成20年4月1日 

環境減算Ⅰ 廃止 

設
備 

基
準 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ前 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ後 

設定なし 基準型 

療養環境基準の「環境減算Ⅱ」 

療養環境基準の「環境減算Ⅰ」 

設備基準 
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施設等区分 改定内容 Quickけあの対応 お客様の対応 

・病院療養型（経過型） ①平成20年5月1日より、以下、人員配
置区分が追加 

 

 

 

 

 

 

※現状の病院療養型は「Ⅱ型」に該当

します。 

左記区分を「人員配置区分」に追加しまし

た。 

改定対応版 Build27  へのバージョンアップ
後は、人員配置区分が「Ⅱ型」で初期設定さ

れます。 

 

 

 

 

※平成20年5月1日より自動で適用されます。 

人員配置区分を「Ⅱ型」から「Ⅰ型」に変更する場合、サービス事業を新し

く追加する必要があります。以下の資料に沿って新しい人員配置区分のサー

ビス事業の追加を行って下さい。 

 

⇒Ⅲ．別途資料（３）施設等区分／人員配置区分の変更方法について 

・ユニット型病院療養型

（経過型） 

②平成20年5月1日より、以下、施設等
区分が追加 

 

 

左記区分を「施設等区分」に追加しました。 

施設等区分が「ユニット型病院療養型（経過型）」に該当する場合、当該氏

施設等区分のサービス事業を新しく追加する必要があります。 

 平成２０年５月 改定分  

人
員
配

置
区
分 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ前 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ後 

設定なし Ⅱ型 

ユニット型病院療養型（経過型） 

「Ⅰ型」 

看護職員（6:1）,介護職員（4：1） 

「Ⅱ型」 

看護職員（8:1）,介護職員（4：1） 

Ⅱ-（３）23：短期入所療養介護（介護療養型医療施設）    <Part２> 
     26：介護予防短期入所療養介護（介護療養型医療施設） 
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Ⅱ-（４）36：地域密着型特定施設入居者生活介護 

 平成２０年５月 改定分  

施設等区分 改定内容 Quickけあの対応 お客様の対応 

・有料老人ホーム 

・経費老人ホーム 

・養護老人ホーム 

・高齢者専用賃貸住宅 

①平成20年5月1日より、以下、体制
設備を追加 

 

左記区分を「体制設備」に追加しました。 

改定対応版 Build27  へのバージョンアップ
後は、サテライト型が「非該当」で初期設定

されます。 

 

 

 

 

※平成20年5月1日より自動で適用されます。 

サテライト型に「該当」する事業所の場合は、情報として当該体制設備を設

定します。 

 

※当該体制設備は情報項目であり、サービスコードの算定や介護報酬請求に

は何ら影響はございません。 

サテライト型 

サ
テ
ラ

イ
ト
型 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ前 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ後 

設定なし 非該当 



 

6 

 平成２０年５月 改定分  

施設等区分 改定内容 Quickけあの対応 お客様の対応 

・小規模介護保健施設 

・ユニット型小規模介護 

 保健施設 

①平成20年5月1日より、以下、施設等
区分が廃止 

 

 

左記、施設等区分で登録されている場合は、平成20年
5月1日より自動で「介護保健施設」に切り替わりま
す。 

変更の必要はありません。 

・【療養型老健】介護老人  

  保健施設 

・【療養型老健】ユニット 

  型介護老人保健施設 

②平成20年5月1日より、以下、施設等
区分が追加 

左記区分を「施設等区分」に追加しました。 

＜施設等区分について＞ 

介護療養医療施設から介護老人保健施設(療養型老健)へ転換する

場合、サービス種類が変更となる為、サービス事業を新しく追加

する必要があります。 

 

⇒Ⅲ．別途資料（４）53：介護療養医療施設から52：介護老人保
健施設(療養型老健)へ転換する場合 

 

＜ターミナルケア加算について＞ 

ターミナルケア加算は自動算定されません。算定する場合は施設

サービスの月間算定実績または介護報酬請求データ作成後に手入

力にて設定する必要があります。 

③平成20年5月1日より、以下、体制設
備が追加  

④平成20年5月サービス提供分より、特
別療養費の請求項目が追加 

・介護給付費明細書登録画面に「特別療養費」を追加 

・様式9の介護給付費明細書レイアウトを変更 

・利用料金項目にシステム定義の「特別療養費」に 

 関する項目を追加 

・電子請求（FD／伝送）で以下交換識別番号に対応 

・利用料金項目にシステム定義の「特別療養費」の追加を行う 

 必要があります。 

⇒Ⅲ．別途資料（６）システム定義の特別療養費を追加する 

 

・特別療養費の請求を行う場合は介護報酬請求データ作成後に特

定診療費と同様の登録方法で手入力を行います。 

⇒Ⅲ．別途資料（５）特別療養費の請求方法について 

 

※特別療養費の請求は、【療養型老健】のみ行えます。 

左記区分を「体制設備」に追加しました。 

※療養体制維持加算が“あり”の場合は基本サービス

算定時に自動設定されます。 

 

 

  

Ⅱ-（５）52：介護老人保健施設   

平成20年4月30日 平成20年5月1日 

小規模介護保健施設 

ユ型小規模介護保健施設 
介護保健施設 

・小規模介護保健施設 

・ユニット型小規模介護保健施設 

Ⅰ型：看護職員を配置 

Ⅱ型：看護オンコール体制 

・【療養型老健】介護老人保健施設 

・【療養型老健】ユニット型介護 

  老人保健施設 

《！重要！》介護給付費明細書が変更となり、交換識別番号についても変更される為、FD／伝送請求時には、 

     改定対象の施設等区分に関係なく、必ずバージョンアップをして頂く必要があります。 

療養体制維持加算 

ターミナルケア体制 

様式 平成20年4月以前 平成20年5月以降 

様式9 7193 7194 
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 平成２０年４月 改定分  

施設等区分 改定内容 Quickけあの対応 お客様の対応 

・病院療養型 

・病院療養型（経過型）  

・ユニット型病院療養型 

・ユニット型病院療養型          
 （経過型） 

①平成20年4月1日より、以下、体制
設備が廃止 

 

体制設備の「療養環境基準」が「環境減算

Ⅰ」または「環境減算Ⅱ」で登録されている

場合は、 平成20年4月1日より自動で以下の
状態に切り替わります。 

 

環境減算Ⅱに該当していた場合、改定後は環境減算対象となりません。 

変更が必要な場合のみ、以下の資料に沿って体制設備の設定を行って下さい 

 

⇒Ⅲ．別途資料（２）体制設備の変更方法について 

・診療所療養型 

・ユニット型診療所療養型 

 

②平成20年4月1日より、以下、体制
設備が廃止 

 

体制設備の「療養環境基準」が「環境減算

Ⅰ」で登録されている場合は、平成20年4月1
日より自動で廃止状態になります。 環境減算Ⅰに該当していた場合、改定後は環境減算対象となりません。 

変更が必要な場合のみ、以下の資料に沿って体制設備の設定を行って下さい 

 

⇒Ⅲ．別途資料（２）体制設備の変更方法について 

③平成20年4月1日より、以下、体制
設備が追加 

 

左記区分を「体制設備」に追加しました。 

改定対応版 Build27  へのバージョンアップ
後は、「設備基準」が「基準型」で初期設定

されます。 

 

 

 

 

※平成20年4月1日より自動で適用されます。 

設備基準が「減算型」に該当する場合、体制設備を変更する必要があります 

以下の資料に沿って体制設備の設定を行って下さい。 

 

⇒Ⅲ．別途資料（２）体制設備の変更方法について 

Ⅱ-（６）53：介護療養型医療施設   <Part１> 

平成20年3月31日 平成20年4月1日 

環境減算Ⅰ 環境減算 

環境減算Ⅱ 廃止 

療
養
環
境 

基
準 

療
養
環 

境
基
準 

平成20年3月31日 平成20年4月1日 

環境減算Ⅰ 廃止 

設
備 

基
準 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ前 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ後 

設定なし 基準型 

療養環境基準の「環境減算Ⅱ」 

療養環境基準の「環境減算Ⅰ」 

設備基準 
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施設等区分 改定内容 Quickけあの対応 お客様の対応 

・病院療養型（経過型） ①平成20年5月1日より、以下、人員配
置区分が追加 

 

 

 

 

 

 

※現状の病院療養型は「Ⅱ型」に 

該当します。 

左記区分を「人員配置区分」に追加いたしま

した。 

改定対応版 Build27  へのバージョンアップ
後は、人員配置区分が「Ⅱ型」で初期設定さ

れます。 

 

 

 

 

※平成20年5月1日より自動で適用されます。 

人員配置区分を「Ⅱ型」から「Ⅰ型」に変更する場合、サービス事業を新し

く追加する必要があります。以下の資料に沿って新しい人員配置区分のサー

ビス事業の追加を行って下さい。 

 

⇒Ⅲ．別途資料（３）施設等区分／人員配置区分の変更方法について 

・ユニット型病院療養型

（経過型） 

②平成20年5月1日より、以下、施設等
区分が追加 

 

 

左記区分を「施設等区分」に追加しました。 

施設等区分が「ユニット型病院療養型（経過型）」に該当する場合、当該氏

施設等区分のサービス事業を新しく追加する必要があります。 

 平成２０年５月 改定分  

人
員
配

置
区
分 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ前 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ後 

設定なし Ⅱ型 

ユニット型病院療養型（経過型） 

「Ⅰ型」 

看護職員（6:1）介護職員（4：1） 

「Ⅱ型」 

看護職員（8:1）介護職員（4：1） 

Ⅱ-（６）53：介護療養型医療施設   <Part２> 
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Ⅱ-（７）43：居宅介護支援／46：介護予防支援 

43：居宅介護支援／46：介護予防支援事業事業所にて、 

下記サービス種類の給付管理を行う場合は、該当するサービス種類の改定内容をご参照下さい。  

 

 

 

コード サービス種類 参照先 

22 短期入所療養介護（介護老人保健施設） 

Ⅱ-（２） 

25 介護予防短期入所療養介護（介護老人保健施設） 

23 短期入所療養介護（介護療養型医療施設） 

Ⅱ-（３） 

26 介護予防短期入所療養介護（介護療養型医療施設） 
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（１）法別番号25「中国残留邦人等」公費の設定について 

 

①「介護保険情報」タブ内にある「公費」タブを選択し、「新規」を押下します。 

②公費の設定を行います。 

[メニュー]：基本情報 -> 利用者 -> 利用者  

「新規」を押下します 

 

◇平成20年4月1日より、公費に法別番号25「中国残留邦人等」が追加されます。 

 当該公費対象利用者がいる場合は、以下の手順に沿って公費の設定を行って下さい。 

ポイント！ 

介護保険と中国残留邦人公費を併用 中国残留邦人公費単独受給者 

  

公費負担医療費等の選択 

 

公費負担医療費等の選択 

 

介護保険給付と中国残留邦人公費を併用している場合は、 

追加された《中国残留邦人公費》で請求を行います。 

中国残留邦人公費単独受給者の場合は、《 12：生活保護法 》で 

請求を行います。ご注意下さい。 

※被保険者番号も頭Hがついたものになります。 

25：中国残留邦人等（平20.04.01～） 12：生活保護法（平12.04.01～） 

《注意！》 

 「介護保険と中国残留邦人公費の併用受給者」と「中国残留邦人公費単独受給者」とでは、 

 公費の設定方法が異なりますのでご注意下さい。詳細については、下記手順をご参照下さい。 

Ⅲ．別途資料 
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《帳票サンプル》 様式第一 介護給付費請求書 

公費請求に、「中国残留邦人等」が追加されます。 

Ⅲ．別途資料 
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（２）体制設備の変更方法について 

 

①介護サービス事業者登録画面より、対象事業所を「編集」で開きます。 

[メニュー]：基本情報 -> 事業者 -> 介護サービス事業者  

②対象サービス事業を「編集」で開きます。 

「編集」を押下します 

「編集」を押下します 

 

 登録済み事業所で体制設備の設定値に変更がある場合は、新たに「異動情報」を追加する必要があります。 

ポイント 

 

 《サービス種類》23：短期入所療養介護（介護療養型医療施設）  

  《施設等区分》診療所療養型 

 

 平成20年4月1日より追加される体制設備「設備基準」を「基準型」から「減算型」へ変更する。 

  （Build27へのバージョンアップ後は、「基準型」に設定されています。) 

設定例 

Ⅲ．別途資料 
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（２）体制設備の変更方法について 

③異動履歴の「追加」を押下し、異動履歴の設定画面を開きます。 

④異動履歴の設定を行います 

⑤追加された異動履歴を選択した状態で、体制設備の「設備基準」を「減算型」に変更します。 

⑥設定ボタンを押下後、前画面で保存を行って下さい。 

「追加」を押下します 

異動日に 

「2008/04/01」を設定します 

設備基準を「減算型」に 

変更します。 

追加された「異動履歴」

を選択します 

設備基準が「基準型」で 

設定されています。 

Ⅲ．別途資料 
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（３）施設等区分／人員配置区分の変更方法について 

 

①介護サービス事業者登録画面より、対象事業所を「編集」で開きます。 

[メニュー]：基本情報 -> 事業者 -> 介護サービス事業者  

②対象サービス事業を「新規」または｢複写※｣を開きます。 

「編集」を押下します 

「新規」または｢複写※｣を押下します 

 

◇施設等区分／人員配置区分に変更がある場合は、サービス事業を新たに追加する必要があります。 

 ※既存のサービス事業の施設等区分／人員配置区分は直接変更しないようお願い致します。 

ポイント 

 

《サービス種類》23：短期入所療養介護（介護療養型医療施設）  

《施設等区分》病院療養型（経過型） 

 

  平成20年5月1日より、追加される人員配置区分を「Ⅱ型」から「Ⅰ型」に変更する。 

設定例 

Ⅲ．別途資料 
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（３）施設等区分／人員配置区分の変更方法について 

③サービス事業の設定画面より、人員配置区分の設定を行います。 

④変更された人員配置区分のサービス事業が追加されます。 

既存のサービス事業と新しく追加されたサービス

事業をサービス事業名で区別する事をお勧めいた

します。 

「Ⅰ型」を選択します。 

⑤自事業所の場合は、職員登録画面の所属サービス事業者より、追加したサービス事業にチェックを入れます。 

追加したサービス事業にチェックを入れます 

基本情報->事業者->職員 

※複写の場合の注意点 

体制設備の「異動履歴」も複写されています。 

必要に応じて「異動履歴」の修正または削除を 

行って下さい。 

Ⅲ．別途資料 
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（４）53：介護療養医療施設から52：介護老人保健施設(療養型老健)へ転換する場合 

 

①介護サービス事業者登録画面より、対象事業所を「編集」で開きます。 

[メニュー]：基本情報 -> 事業者 -> 介護サービス事業者  

②対象サービス事業を「新規」で開きます。 

「編集」を押下します 

「新規」を押下します 

 

◇サービス種類が変更となる場合は、サービス事業を新しく追加する必要があります。 

ポイント 

 

《サービス種類》53：介護療養医療施設 

 

 平成20年5月1日より、53：介護療養施設から52：介護保健施設の「【療養型老健】介護保健施設」へ転換する。 

設定例 

Ⅲ．別途資料 
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（４）53：介護療養医療施設から52：介護老人保健施設(療養型老健)へ転換する場合 

③サービス事業の設定画面より、サービス種類を選択し、施設等区分／体制設備等の設定を行います。 

④新しいサービス事業が追加されます。 

体制設備を設定します 

「【療養型老健】介護老人保健施設」を選択します 

⑤自事業所の場合、職員登録画面の所属サービス事業者より、追加したサービス事業にチェックを入れます。 

追加したサービス事業にチェックを入れます 

基本情報->事業者->職員 

「52：介護保健施設サービス」を選択します 

Ⅲ．別途資料 

既存のサービス事業と新しく追加されたサービス

事業をサービス事業名で区別する事をお勧めいた

します。 
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（５）特別療養費の請求方法について 

 
[メニュー]：保険者請求 -> 介護報酬請求 -> 介護報酬請求データ作成 、請求書発行／CSV出力 

 

◇特別療養費の登録は、請求データを従来通り作成した後、編集画面より手動で登録する必要があります。 

  なお、登録方法は様式５、５－２、１０の特定診療費と同様です。 

※ 様式４、４－２、９で電子請求を行なう場合は、改定対象の施設等区分に関係なく、改定対応版（Build27）で 

  請求を行う必要があります。※対応版以外で請求を行うと全て返戻となります。 

ポイント 

①介護報酬請求データを従来通り作成した後、「編集」で開きます。 

②特定診療費の場合と同様に、「傷病名」および「特別療養費明細」を設定し、「再計算」ボタンを押下します。 

編集を押下します 

傷病名を設定します 

特別療養費明細を設定します 

 

「再計算」を押下すると、特別療養費の

請求額が集計されます。 
 

Ⅲ．別途資料 
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（５）特別療養費の請求方法について 

 

①緊急時施設療養費分 

②特別療養費分 

③緊急時施設療養費分 +  特別療養費分 

 

NO 区分 内容 

① 緊急時施設療養費分 
緊急時施設療養費の請求額等が集計されま

す。 

② 特別療養費分 特別療養費の請求額が集計されます。 

③ 
緊急時施設療養費分 

+  特別療養費分 

上記①と②の請求額等の合計値が設定され

ます。 

 

「再計算」を行うと緊急時施設療養費の請求額等が集計

されます。 

ただし、公費本人支払額がある場合は、「再計算」を行

う前に公費分特定治療の「利用者負担額」を手入力する

必要があります。 

「再計算」を行うと特別療養

費の請求額が集計されます。 

ただし、公費本人支払額があ

る場合は、「再計算」を行う

前に公費分特別療養費の「利

用者負担額」を手入力する必

要があります。 

③特別療養費の設定後「再計算」を行うと、「請求額集計」に請求額が集計されます。 

  ※特別療養費の請求項目が追加された事により、「請求額集計」の内容が変更されています。 

請求額集計 

請求額集計画面の内容 

「再計算」を行うと緊急時施設療養費と特別療養費の

請求額等の合計値が設定されます。 

Ⅲ．別途資料 
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平成20年5月提供分以後の請求は、 

新レイアウトに変更されます。 

特別療養費の請求内容が記載されます。 

「緊急時施設療養費」と「特別療養費」

を合算した請求額が記載されます。 

《帳票サンプル》 様式第四 居宅サービス介護給付費明細書 

Ⅲ．別途資料 
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平成20年5月提供分以後の請求は、 

新レイアウトに変更されます。 

特別療養費の請求内容が記載されます。 

「緊急時施設療養費」と「特別療養費」

を合算した請求額が記載されます。 

《帳票サンプル》 様式第四（二） 介護予防サービス介護給付費明細書 

Ⅲ．別途資料 
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平成20年5月提供分以後の請求は、 

新レイアウトに変更されます。 

特別療養費の請求内容が記載されます。 

「緊急時施設療養費」と「特別療養費」

を合算した請求額が記載されます。 

《帳票サンプル》 様式第九 施設サービス等介護給付費明細書 

Ⅲ．別途資料 
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◇平成20年5月より、療養型老健の請求項目に「特別療養費」が追加されます。それに伴い、 

 システム定義に「特別療養費」を追加して頂く必要があります。以下の手順に沿って設定を行って下さい。 

※Build27より、Quickけあを新規導入された場合は、設定の必要はありません。 

ポイント！ 

（６）システム定義に特別療養費を追加する 

[メニュー]：基本情報 -> 事業者 -> 利用料金 

（例）５２：介護老人保健施設 

「システム定義を初期化」を押下します 

①「システム定義を表示する」にチェックを入れて、「システム定義を初期化」を押下します。 

②「はい（Y）」を押下します。 

③システム定義に「特別療養費」が追加されます。「保存」ボタンを押下してください。 

Ⅲ．別途資料 

特別療養費 
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（６）システム定義に特別療養費を追加する 

Ⅲ．別途資料 

④療養型老健で利用者請求を行う場合は、基本情報の各種カテゴリにてカテゴリグループの並び順を変更します。 

「上へ」ボタンを押下し、「特別療養費」の位置を 

上へ移動します。 

カテゴリの設定 

この場合、「特定診療費」と「食費」の

間に、移動します。 

基本情報->事業者->その他->各種カテゴリ 

当該カテゴリを選択し、「編集」ボタン

を押下します。 


